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デ
ジ
タ
ル
代
社
会
の
建
晟

現
在
、
Ｉ
Ｔ

（＝
情
報
通
信
科
学
）
時

代
の
過
渡
期
に
あ
り
、
「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
」
、

「デ
ジ
タ
ル
」
、

「ア
ナ
ロ
グ
」

及
び
「オ
ン
ラ
イ
ン
」
な
ど
の
言
葉
が
世

の
中
に
飛
び
交
い
、
伝
統
的

（＝
レ
ガ
シ

ー
）
な
や
り
方
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て

い
ま
す
。

２
１
年
度
、
菅
政
権
は
政
府
と
霞
が

関
が
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
デ

ジ
タ
ル
化
を
け
ん
引
す
る
、
司
令
塔
の

「デ
ジ
タ
ル
庁
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
当

時
の
河
野
行
革
相
は
、
行
政
手
続
き
上

の
書
類
に
ハ
ン
コ
の
押
印
を
廃
止
し
、

紙
媒
体
の
紙
面
の
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ
か

ら
、
電
子
媒
体
の
パ
ソ
コ
ン
・
タ
ブ
レ
ツ

ト
・
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
（＝
ス
マ
ホ
）
な

ど
の
電
子
機
器
の
画
面
の
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ

（電
子
機
器
で
扱
え
る
形
に
な
っ
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剖
よ
半
よ

ナ
Λ
　
勉

て
い
る
デ
ー
タ
）
に
変
換
す
る
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
す
る
施
策
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。
扱
う
デ
ー
タ
自
体
は
、
デ
ジ
タ
ル

形
式
に
変
わ
り
ま
す
が
、
人
が
行
う
プ

ロ
セ
ス
は
基
本
的
に
同
じ
で
す
。
個

々

の
電
子
機
器
が
保
有
す
る
デ
ジ
タ
ル
デ

ー
タ
を
相
互
に
や
り
取
り

（
＝
電
子
通

信
）
す
る
場
合
、
電
子
機
器
を
イ
ン
タ
ー

ネ

ツ
ト
に

つ
な
が

っ
て
い
る
状
態

（
＝

オ
ン
ラ
イ
ン
）
に
す
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

は
デ
ジ
タ
ル
化
の
有
効
活
用
を
高
め
て

い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
と
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
流

れ
は
、
個
人
の
日
常
生
活
や
組
織
の
活

動
等

に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま

す
。
支
部
だ
よ
り
第
３
８
号
の
巻
頭
言

は
、
パ
ソ

コ
ン
で
デ
ジ
タ
ル
原
稿
を
作

成
し
、
支
部
だ
よ
り
編
集
委
員
長
と
の
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オ
ン
ラ
イ
ン
で
送
信
し
た
も
の
で
す
。

北
多
摩
中
部
支
部
の
事
務
作
業
の
主

な
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
次
の
通
り
で
す
。

１
９
年
度
か
ら
会
計
部
は
、
紙
の
「出

納
簿
」
を
廃
止
し
、
表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア

「
エ
ク
セ
ル

（Ｕ
図
８
じ

」
を
利
用
し

て
、
年
度
ご
と
に
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
「項

目
別
収
支
決
算
表
」
と

「収
支
決
算
表
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
２
つ
の

表
は
相
互
に
関
連
が
あ
り
、
ど
の
時
点

に
お
い
て
も
パ
ソ
コ
ン
上
に
入
力
し
た

デ
ー
タ
が
正
し
け
れ
ば
、
必
ず

「支
払
金

額
」
は

一
致
し
ま
す
。
支
払
金
額
の
数
値

が
合
致
し
な
け
れ
ば
デ
ー
タ
の
入
カ
ミ

ス
箇
所
を
探
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

表
の
合
計
計
算
は
自
動
的
に
行
わ
れ
、

電
卓

（ア
ナ
ロ
グ
機
器
）
の
使
用
が
な
く

な
る
こ
と
や
前
年
度
の
表
計
算
の
枠
組

み
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

会
計
事
務
の
省
力
化
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

２
１
年
度
か
ら
支
部
長
の
役
員
会
開

催
通
知
は
、
紙

（葉
書

¨
ア
ナ
ロ
グ
）
の

ほ
か
に
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
電
子
機
器
利

用
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
通
知

（＝
デ

ジ
タ
ル
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り

「
一
般
事
務
量
」
の
軽
減

。
「通
信

費
」
節
約
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
デ
ー
タ
は
必
要
に
応
じ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
通
信
で
会
員
の
電
子
機
器
に
届

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
未
来
の
本
支
部
の
組
織
運
営
は
、

事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
方
向
に
移
行
す

る
だ
け
で
な
く
、
①

「総
会
」
は
従
来
の

対
面
会
議
と
モ
ニ
タ
ー
や
カ
メ
ラ
、　
マ

イ
ク
を
使
う
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
行
う
と
、
総
会
参
加

者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
②

「支
部

だ
よ
り
」
や

「近
況
報
告
」
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
電
子
機
器
で
読
む
方
式
に
す

る
と
、
「多
く
の
情
報
を
素
早
く
得
る
」
、

「持
ち
運
び
に
便
利
」
、
か
つ
、

「経
費

軽
減
」
に
な
り
ま
す
が
、
ア
ナ
ロ
グ
紙
面

は

「じ
っ
く
り
読
む
」
、
「メ
モ
の
記
入
」

な
ど
に
適
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
デ
ジ

タ
ル
資
料
を
印
刷
す
る
と
会
員
の
自
己

負
担
増
に
な
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

は
種

々
の
課
題
や
問
題
が
存
在
し
ま

す
。
多
種
多
様
な
デ
ジ
タ
ル
化
は
可
能

な
も
の
か
ら
実
施
を
検
討
し
ま
す
。
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来
村
山
市
古
刹

「梅
着
寺
」
等
几
学
会
に
参
か
し
て

十
月
十
五
日
（土
）
、
参
加
者
九
名
。
天

気
予
報
と
異
な
り
、
秋
空
が
の
ぞ
く
心
地

よ
い
見
学
会
日
和
と
な

っ
た
。
案
内

・
解

説
は
大
井
研
修
部
長
。
い
つ
も
な
が
ら
用

意
周
到
な
自
作
の
資
料
。
判
り
易
い
解
説

で
ス
タ
ー
ト
。

①
　
東
村
山
駅
　
初
め
は
明
治
二
十
七

年
川
越
鉄
道

（後
の
西
武
鉄
道
、
川
越
～

国
分
寺
）
が
開
通
す
る
ま
で
の

「久
米
川

仮
停
車
場
」
。
開
通
後
廃
止
。
地
域
住
民

の
熱
い
要
望
で
翌
二
十
八
年

「東
村
山
停

車
場
」
と
し
て
現
在
地
に
。

②
　
志
村
け
ん
銅
像
　
生
れ
も
育
ち
も

東
村
山
。

「東
村
山
音
頭
」
で

一
世
を
風

靡
。
令
和
二
年

コ
ロ
ナ
感
染
で
逝
去
。
東

村
山
市
名
誉
市
民
。
国
分
寺
線
発
車
時
は

東
村
山
音
頭
の
曲
が
流
れ
る
。

③
　
芳
林
山
梅
岩
寺

（曹
洞
宗
）

山
門

脇
の
ケ
ヤ
キ
（樹
齢
七
百
年
余
）
、
カ
ヤ

（同
六
百
年
）
の
巨
樹
は
東
京
都
指
定
天

然
記
念
物
。
讐
え
立

つ
巨
本
に
圧
倒
さ
れ

る
。
開
山
は
慶
安
四
年
（
一
六
五

一
）。
本

尊
は
聖
観
音
菩
薩
座
像
。
鎌
倉
道
や
久
米

川
宿

一
帯
の
住
民
の
菩
提
寺
。
歴
史
的
、

半

口
　
登

文
化
的
な
意
味
を
持

つ
建
造
物
や
石
造

物
が
多
い
。
〇
四
つ
の
紋
章
の
本
堂
。
正

面
唐
破
風
に
足
利
氏
の

「丸
に
二
引
」
、

屋
根
大
棟
中
央
に
徳
川
氏
の

「二
つ
葉

葵
」
、
右
に
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
の
「笹

り
ん
ど
う
」
、
左
に
鶴
見
総
持
寺
の

「五

七
の
桐
」
、
そ
れ
ぞ
れ
に
由
来
が
あ
る
。

○
鐘
楼
の
鐘
。
毎
日
十

一
時
半

「お
昼
の

支
度
」
を
今
も
知
ら
せ
る
。
煩
悩
を
打
ち

払
い
、
平
穏
無
事
を
願
い
黙
々
と
打
ち
続

け
る
住
職
さ
ん
。
○
新
四
国
人
十
八
ヵ
所

石
仏
。
完
全
な
形
で
霊
場
巡
り
を
今
に
伝

え
る
。
○
川
上
行
義
の
墓
。
明
治
六
年
の

「仇
討
ち
禁
止
令
」
後
、
父
の
仇
を
果
た

し
た
行
義
。
小
説
や
芝
居
に
も
。
（郷
土
研

東
村
山
の
昔
話
）

④
　
熊
野
神
社
　
久
米
川
村
の
鎮
守
。
創

建
、
由
緒
は
定
か
で
な
い
。
社
殿
は
明
治

十
四
年
再
建
。
本
殿
、
拝
殿
は
総
ヒ
ノ
キ

造
り
入
母
屋
銅
板
葺
き
、
厳
か
に
熊
野
信

仰
を
伝
え
る
。
境
内
に
江
戸
期
に
築
か
れ

た
富
士
信
仰
の
富
士
塚
が
あ
る
。

⑤
　
阿
弥
陀
堂

・
如
意
輪
観
音
像
　
阿

弥
陀
堂
は
梅
岩
寺
が
管
理
。
堂
前
の
如

意
輪
観
音
像
の
台
座
に
は

「千
日
惣
回

向
」
と
あ
り
、
周
り
に
五
十
八
ヶ
村
の
名

を
刻
む
。
こ
の
墓
地
に
志
村
け
ん
さ
ん

の
墓
が
あ
る
。
合
掌
。

⑥
　
豊
島
屋
酒
造
　
創
業
は
慶
長
元
年

（
一
五
九
六
）
江
戸
神
田
鎌
倉
河
岸
の
酒
屋

兼

一
杯
飲
み
屋
。
昭
和
初
期
東
村
山
に
豊

島
屋
酒
造
を
設
立
。
富
士
山
か
ら
の
伏
流

水
を
汲
み
上
げ
て
仕
込
ん
だ
銘
酒
。
深
い

井
戸
が
あ
る
。
職
員
の
名
ガ
イ
ド
振
り
に

拍
手
。
見
学
後
、
試
飲
を
楽
し
む
。

⑦
　
久
米
川
辻
　
六
本
の
道
が
複
雑
に
交

わ
る
。
中
世
の
頃
か
ら
生
活
の
中
心
地
。
現

在
は
府
中
街
道
と
江
戸
道
の
十
字
路
だ

が
、
昔
は
志
木
街
道
、
江
戸
道
、
野
際
通
り

が
集
ま
っ
た
東
後
方
の
位
置
。

③
　
府
中
街
道
　
東
村
山
の
中
央
部
を
南

北
に
貫
く
幹
線
道
路
。
川
崎
駅
北
か
ら
府

中

・
小
平

・
久
米
川
辻

・
所
沢

へ
。

⑨
　
江
戸
道
　
徳
蔵
寺
前
・
久
米
川
辻
ｏ鷹

の
道

・
江
戸

へ
。
物
流
の
道
。

⑩
　
旧
志
木
街
道
　
青
梅
か
ら
志
木
を
結

び
、
江
戸

へ
の
船
便
に
繋
が

っ
た
。

①
　
鎌
倉
街
道
（上
道
）

東
村
山
を
南
北

に
通
る
。
沿
道
の

「久
米
川
宿
」
は
日
蓮
が

佐
渡
流
罪
時
の
宿
泊
地
。
新
田
義
貞
の
鎌

倉
攻
め

「久
米
川
古
戦
場
」
。
住
宅
内
に
作

む
白
山
神
社
。
じ
っ
と
見
つ
め
直
し
た
牛

頭
天
王
像
が
あ
る
。

⑫
　
東
山
道
武
蔵
道
跡
　
東
村
山
駅
北
踏

切
側
。
千
三
百
年
前
武
蔵
国
分
寺
～
東
村

山
～
奈
良

の
都
を
結
ん
だ
古
道

の
案
内

板
が
ひ
っ
そ
り
と
建

つ
。
東
村
山
の
昔

に
思
い
を
馳
せ
駅
前

へ
。

歩
き
学
び
楽

し
ん
だ
研
修
会
だ

っ

た
。

上 志村けんの銅像の前に集合
中 久米川宿近くで
下 白山神社で
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式
蔵
野
台
地
の
地
形
散
歩

地
形
散
歩
を
ご

一
緒
に
１

武
蔵
野
台
地
は
古
多
摩
川
が
関
東
山

地
か
ら
運
搬
し
て
き
た
砂
礫
が
堆
積
じ

て
で
き
た
土
地
で
そ
の
上
部
に
は
関
東

ロ
ー
ム
層
と
称
さ
れ
る
火
山
灰
が
堆
積

し
て
い
る
。
そ
し
て
青
梅
を
扇
頂
と
し

て
北
東
お
よ
び
南
東

へ
と
緩
や
か
に
傾

斜
し
て
い
る
。

「国
分
寺
崖
線
と
湧
水
地
の
景
観
」

小
平
か
ら
南

へ
行
く
と
国
分
寺
駅
の

南
側
に
急
傾
斜
の
坂
道
が
続
く
。

こ
こ

は
古
多
摩
川
が
台
地
の
側
方
を
削
り
広

が

つ
た
河
岸
段
丘
で
あ
る
。
段
丘
面
の

境
に
は
段
丘
崖
が
連
続
し
国
分
寺
崖
線

は
親
し
ま
れ
て
い
る
。

段
丘
崖
下
の
礫
層
か
ら
は
水
が
湧
き

出
し
、
標
高

５０

ｍ
沿
い
に
点
在
す
る
湧

水
地
は
オ
ア
シ
ス
で
あ
り
、
昔

か
ら

人
々
が
住
む
の
に
適
し
た
場
所
で
あ

っ

た
。台

地
に
降

つ
た
雨
は
伏
流
水
と
な

り
、
地
下
を
流
れ
る
勾
配
が
変
化
す
る

扇
端
部
で
地
表
に
現
れ
る
が
こ
れ
も
標

高

５０

ｍ
の
湧
水
の
産
物
で
井
頭
池
な
ど

が
あ
る
。

国
分
寺
崖
線
は
立
川
か
ら
国
分
寺
市

′―、
千
市
　
原
口
美
拒
子

調
布
市
を
経
由
し
て
世
田
谷
区

へ
と
３０

ｍ
も
続
い
て
い
る
。
崖
の
斜
面
に
は
樹

木
が
育
ち
雑
木
林
と
な
り
、
崖
の
下
に

は
湧
水
地
点
が
あ
り
美
し
い
景
観
が
随

所
に
見
ら
れ
る
。
以
下
紹
介
し
ま
す
。

○
国
分
寺
駅
近
く
の
日
立
中
央
研
究
所

の
大
池
は
野
川
の
源
流
で
あ
り
湧
水
に

満
た
さ
れ
て
い
る
。
野
川
は
崖
線
に
沿

つ
て
流
れ
、
湧
水
を
吸
収
し
て
い
る
。

〇
三
鷹
市
に
あ
る
野
川
公
園
や
大
沢
の

里
に
は
、
わ
き
水
広
場
や
ほ
た
る
の
里
、

植
物
観
察
園
や
水
田
な
ど
整
備
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
東

へ
行
く
と
深
大
寺
に

出
る
。

こ
の
境
内
は
崖
線

に
刻
ま
れ
た

谷
の
中
に
あ
り
、
清
冽
な
湧
水
は
深
大

寺

そ
ば
を
有
名

に
し
た

一
因
で
あ
ろ

う
。
池
の
谷
戸
の
湧
水
は
都
立
農
業
高

校

の
神
代
農
場
や
佐
須

の
水

田
に
流

れ
、
今
も
里
山
風
景
が
残

っ
て
い
る
。

○
世
田
谷
区
は
湧
水
地
が
多

い
。
等

々

力
渓
谷
は
崖
線

の
南
端
に
あ
り

ｌ
ｋｍ
も

続

い
て
い
る
。
台
地
と
不
動
の
滝

の
標

高
差
は

ｌｏ

ｍ
で
夏
で
も
涼
し
い
渓
谷
で

あ
る
。
海
だ

っ
た
頃
の
堆
積
物
を
含
む

層
が
露
出
し
て
い
て
、
地
形
散
歩
、
歴
史

散
歩
が
楽
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「地
下
水
路
の
謎
」

小
平
市
と
そ
の
周
辺
地
域
に
は
石
神

井
川
、
仙
川
、
黒
目
川
な
ど
の
源
流

の

他
、
二
つ
の
形
状
の

「浅
皿
状
窪
地
」
が

分
布
し
て
い
る
。
一
つ
は
円
形
状

・
す
り

鉢
状
で
平
坦
な
土
地
に
突
然
現
れ
る
高

低
差

２
～

３

ｍ
の
窪
地
。
天
神
窪
、
平

安
窪
、
山
王
窪
、
恋
が
窪

へ
と
続
き
、
で

い
だ
ら
ば

つ
ち
の
足
跡
等

の
言
い
伝
え

も
あ
る
。

も
う

一
つ
は
小
平
霊
園
さ
い
か
ち
窪

周
辺
の
新
青
梅
街
道
に
冠
水
を
起
こ
す

謎
の
水
路
の
存
在
で
あ
る
。

こ
れ
は
細

長

い
浅
皿
状
の
窪
地
で
、
東
大
和
市
駅

付
近
の
ぐ
み
窪
か
ら
新
小
平
駅
北
側
の

石
塔
が
窪
を
通
り
、
西
武
多
摩
湖
線
を

過
ぎ
る
と
北
北
東
に
向
か
い
、
小
平
霊

園
の
さ

い
か
ち
窪
を
通

っ
て
北
東
方
向

に
あ
る
黒
目
川
の
源
流
に
落
ち
て
い
く

長
い
水
路
で
あ
る
。
普
段
は
透
水
性
が

よ
い
が
、
降
水
量
が
浸
透
量
を
上
回
る

と
野
水
と
な
り
、
時
に
冠
水
状
態
が
起

き
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

何
故
地
下
に
水
路
が
存
在
す
る
の
か

小
平
市
史
、
地
形
と
地
質

の
章
に
、
武
蔵

野
礫
層
が
地
表
面
で
あ

つ
た
頃
、
古
多

摩
川
の
流
路
で
流
さ
れ
た
面
で
あ
る
と

記
載
さ
れ
て
い
た
。
皆
に
周
知
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
赤
面
し
て
い
る
。

「玉
川
上
水
」

玉
川
上
水
は
羽
村
取
水
堰
か
ら
四
谷

大
木
戸
ま
で
の

４３
・ｋｍ
を
高
低
差

９２

ｍ

で
武
蔵
野
台
地
の
尾
根
部
分
を
自
然
流

下
し
て
い
る
。
途
中
、
立
川
市
砂
川
町
付

近
で
高
低
差

３

ｍ
ほ
ど
の
崖
を
避
け
て

２０

ｍ
程
南
に
湾
曲
し
て
い
る
。
こ
の
崖

こ
そ
が
立
川
断
層
で
あ
る
。
江
戸
時
代

に
高
度
な
土
木
技
術
が
あ
り
困
難
を
克

服
し
て
開
削
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
服

し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
地
形
散
歩
を
楽
し
み
た

い
。
自
然
や
歴
史
に
ふ
れ
て
謎
を
解
く

の
も
い
い
も
の
で
す
。

国
分
寺
線ぐみ窪↓

青梅街道

中央線

)に加筆図 小平市土地条件図 (小平市史地理・考古・民俗編 付図1
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米
寿
会
員
よ
り
の
一
言

今
村
　
重
存

お
蔭
さ
ま
で
、
八
十
八
歳
直
前
ま
で

き
ま
し
た
。
本
会
を
は
じ
め
、
出
会

い
の

あ

つ
た
多
く
の
方

々
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
皆
さ
ま
に
お
返
し
が
で

き
な
い
ま
ま
、
今
日
に
至
り
ま
し
た
。
教

え
、
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
深
く

感
じ

つ
つ
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

振
り
返

っ
て
、
自
分
の
努
力
不
足
、
そ

し
て
、
自
分
が
大
し
た
こ
と
も
で
き
な

い
人
間
で
あ
る
と
自
覚
で
き
た
こ
と
は

よ
か

つ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
わ
た
し
は
現

在
も
、
四
十
年
以
上
続
い
て
い
る
国
語

科

の
研
究
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
月

例
の
会
で
す
。
区
市
で
か
な
り
の
実
績

の
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
実
践

・
研
究
に
触

れ
、
か
な
り
厳
し
い
言
葉
も
交
え
た
協

議
に
心
を
洗
わ
れ
て
い
ま
す
。
恵
ま
れ

過
ぎ
か
と
思
い
ま
す
。

叙
勲
も
、
わ
た
し
に
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
と
考
え
て
辞
退
し
ま
し
た
。

こ
れ

か
ら
も
、
普
通
に
生
き
て
い
き
ま
す
。

捩
り
返
れ
ιゴ

口
想

か

ら
島
只
　
工
恙

米
寿
、
若
い
と
き
は
遠
い
世
界
の
眺

め
で
あ
っ
た
。
銘
酒

「天
寿
百
年
」
の
愛

飲
の
な
せ
る
わ
ざ
か
な
、
今
に
至
る
存

命
こ
そ
多
く
の
方
々
の
お
蔭
と
心
か
ら

の
感
謝
で
あ
る
。
か
つ
て
求
め
ら
れ
た

教
育
百
字
感
に

「昭
和
三
十
年
代
か
ら

教
育
の
世
界
を
通
し
て
秋
田
と
東
京
で

多
く
の
方
々
に
出
会
い
、
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
特
に
社
会

科

・
情
報
教
育
を
中
心
に
し
な
が
ら
教

育
改
革
の
さ
な
か
に
学
校
経
営
に
携
わ

ら
せ
て
戴
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
」
と
メ
モ
し
た
。
あ
れ
か
ら
二

十
余
年
、
ま
さ
に

「歳
月
人
を
待
た
ず
」

で
あ
る
。
退
職
後
は
社
会
教
育
分
野
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
摩
川
環
境
研
究
会
の
活

動
や
秋
田
の
雄
物
川
の
河
川
文
化
研

究
。
楽
し
み
は
今
に
続
く
教
え
子
と
の

交
流
の
ク
ラ
ス
会
。
夏
は
、
北
ア
ル
プ
ス

の
山
麓
の
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
。
ま
た
山
の

辺
の
道
に
点
在
す
る
歌
碑
や
大
和
の
歴

史
に
魅
せ
ら
れ
て
遊
歩
を
楽
し
み
と
し

た
が
今
、
夢
は
山
麓
を
駆
け
巡
る
思
い

で
す
。

新
会
員
か
ら
の

一
言

学
校
教
育
の
進
化

佐
藤
　
蛉
子

東
京
都
公
立
学
校
の
教
員
と
し
て
勤

務
し
て
４０
年
目
以
上
に
な
り
ま
す
。
小

平
の
上
水
中
学
校
を
振
り
出
し
に
小
金

井
の
東
中
学
校
ま
で
、
小
学
校
１
鮫
ヽ
中

学
校
６
校
に
勤
務
。
現
在
は
定
年
を
迎
え

た
小
金
井
で
７
校
目
に
な
る
現
場
で
経

営
支
援
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
鉄
道
開
業

‐５０
年
で
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
鉄
道
開
業
と

時
期
を
同
じ
く
し
て
、
日
本
の
近
代
化
の

一
翼
を
担
つ
た
教
育
制
度

「学
制
」
が
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
七
二
年
に
公
布
さ

れ
た

「学
制
」
は
、
教
育
を
充
実
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
国
民
の
知
識
を
高
め
、
国
家

の
近
代
化
を
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
た

も
の
で
す
。

１５０
年
後
の
現
在
、　
コ
ロ
ナ
禍
が
後
押

し
し
た
形
で
学
習
ツ
ー
ル
と
し
て

「１
人

１
台
端
末
」
の
整
備
が
急
ピ
ツ
チ
で
実
施

さ
れ
、
令
和
三
年
を

ｏ
日ｏ＞
ス
ク
ー
ル
元

年
と
し
ま
し
た
。
学
校
で
は
生
徒
が
教
科

書
や
ノ
ー
ト
と

一
緒
に
、
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ

ク
を
机
の
上
に
置
き
な
が
ら
、
授
業
を
受

け
て
い
ま
す
。
個
別
最
適
な
学
び
の
実
現

を
目
指
し
て
、
私
も
授
業
で
ク
ロ
ー
ム
ブ

ツ
ク
を
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
の
学
校
教
育
の
進
化
が
楽
し
み
で
す
。

会

員

動

静

支
部
だ
よ
り
前
号

（二
十
七
号
）
以
降

の
会
員
の
動
静
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
　
会

武
田
　
憲
明
氏
（東
村
山
）
九
月

退
　
会

水
野
　
　
稔
氏
（小
　
平
）
六
月

浅
井
　
嘉
平
氏
（小
　
平
）
九
月

椎
木
　
誘
蔵
氏
（東
村
山
）
九
月

編

集

後

託

支
部
だ
よ
り
第
二
十
八
号
を
お
届
け

し
ま
す
。

巻
頭
言
は
古
谷
副
支
部
長
、
研
修
会
報

告
は
半
田
登
先
生
が
書

い
て
下
さ
い
ま

し
た
。
原
田
先
生
か
ら
は
興
味
深
い
ご
寄

稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

米
寿
の
高
貝
、
今
村
両
先
生
と
新
会
員

の
佐
藤
先
生
に
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ま
だ
ま
だ

収
ま
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆

様
が
お
元
気
で
お
過
ご
し
に
な
る
こ
と

を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

（鎌
田
敏
雄
）


